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１．概要（Summary） 

分析装置用チタン製真空装置の真空特性の向上、特

に残留ガスを少なくするための方法に関する技術相

談を行った。ガス吸着のし難い表面処理方法として化

学研磨やメカノケミカル研磨を紹介するとともに、こ

れらの処理したチタン材料の真空特性について文献

データに基づき説明を受けた。また、チタン製真空装

置の真空排気過程における真空特性の向上のための

対策方法について、加熱温度と時間など真空ベーキン

グの処方箋とともに、CO，CO2 など炭素系ガスの脱

ガス方法として、電子衝撃法や紫外線照射法が有効で

あることをアドバイスしていただいた。 

 

2．技術アドバイス内容 

チタン材料の真空特性については、山口大学が研究

してきた。したがって、具体的に以下のようなアドバ

イスをいただいた。 

① チタン材料のガス放出性能 

チタン材料は従来のステンレス鋼やアルミニ

ウム合金と比較して、ガス放出量が２桁以上少な

いこと。 

② チタン材料の表面処理 

真空材料の表面処理には、バフ研磨やガラスビ

ーズブラスト処理など機械研磨と電解研磨や化

学研磨など溶解研磨、そして機械研磨と溶解研磨

を組み合わせた複合電解研磨やメカノケミカル

研磨がある。チタン材料について真空高性能とす

る表面処理として、化学研磨とメカノケミカル研

磨が有効であること。 

③ チタン材料は真空排気過程 

チタン材料は真空排気過程においても、真空特

性が良好であることを文献に基づき説明。 

また、従来材料のステンレス鋼製真空装置では、

10-9 Paの超高真空に到達させるために、真空ベー

キング温度は 200℃以上(場合により 300℃)とす

ることに対し、チタン製真空装置のベーキング温

度は 150℃程度で十分であること。 

④ 炭素系ガスの脱離 

一般に CO，CO2など炭素系ガスは、高温の真

空ベーキングを施しても、脱離し難いことが知ら

れている。そこで、電子衝撃法や紫外線照射法が

CO，CO2 など炭素系ガスの脱離に有効であるこ

と。 


